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台風５号における野村ダムの洪水調節効果について

平成１９年８月２日から、台風５号により野村ダム流域平均総雨量１５１mm（時間

最大１６mm）の降雨があった。この洪水に対して、野村ダムでは洪水調節を行った。

平成１９年 ８月 ３日

国土交通省野村ダム管理所

問い合わせ先

国土交通省 野村ダム管理所

管理所長／佐藤清次郎（内線２０１）

管理係長／岡田浩孝 （内線３３２）

ＴＥＬ／０８９４－７２－１２１１



平成19年8月3日台風5号 洪水調節効果

野村ダム流域において、累計雨量151mm、3日5時、6時に時間最大雨量16mmを記録。

※3日10時までのデータ

※本資料に関する数値は速報値ですので、精査の結果変更する場合があります。

野村ダム流域雨量等高線図

3,40040969126220台風23号H16.10.20

37529937831129台風21号H16.9.29

3,40055364531213台風16号H16.8.30

3,66041558822311台風14号H17.9.6

3830031316151台風5号H19.8.3

調節総量（千m3）最大放流量（m3/s）最大流入量（m3/s）時間最大雨量（mm）累計雨量（mm）出水原因

＜過去の洪水と比較＞
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貯水位（m）

放流量

流入量

貯水位

８月２日

洪水時満水位（ＥＬ　１７０．２ｍ）

８月３日

７時２０分頃

洪水調節開始

８月３日

ダムへの最大流入時の

洪水調節効果１３m3/ｓ

約３８千ｍ3の

洪水をダムへ貯留
最大流入量３１３ｍ3/ｓ

８月３日　７時３０分頃

•流入量：ダムへ流れ込む水量
•放流量：ダムから下流へ流す水量
•水位：海抜から水面までの高さ
•利水：水道水、灌漑用水に利用する水
•利水容量：利水目的の貯水できる容量
※貯水率100%とはこの利水容量に水が 100%貯まっ
ている状態
•洪水調節：下流への放流量を抑える為、ダムに調節量
（流入量ー放流量）を貯めること
•洪水調節容量：洪水調節を目的とし、調節量を貯めるこ
とのできる容量
•堆砂容量：上流から水と一緒に流れてくる砂、礫等をた
めるための容量
•サーチャージ水位：洪水時にダムが洪水調節をして貯め
る際の最高水位
•常時満水位：平常時にダムが流入してくる水を貯留する
際の最高水位
•洪水期制限水位：洪水期（一般的に６月～１０月）に必
要な洪水調節容量を確保するために常時満水位よりも
水位を低下させておく際の水位。

肱川水系肱川において、野村ダムで13m3/s（最大流入量313m3/s→放流
量300m3/s）を調節しており、約38千m3の洪水を貯留しました。

【野村ダム】
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野村ダム流域平均雨量




